
　
自
由
民
主
党
議
員
会
は
10
月
２
日
、
「
平
成
27

年
度
宇
都
宮
市
予
算
に
対
す
る
要
望
書
」
を
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

　
自
民
党
が
政
権
を
奪
還
し
安
倍
政
権
が
発
足
し

て
か
ら
、
も
う
間
も
な
く
二
年
。
景
気
も
上
向
き

の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
が
、
地
方
に
お
い
て
は

先
行
き
は
依
然
と
し
て
不
透
明
で
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
総
合
計
画
で
掲
げ
る
ま
ち
づ

く
り
を
着
実
に
推
進
し
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
的

に
発
展
し
て
い
く
た
め
、
中
期
財
政
計
画
、
総
合

計
画
実
施
計
画
な
ど
を
策
定
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
し
た
施
策
事
業
の
『
選
択
と
集
中
』

を
図
り
な
が
ら
健
全
な
財
政
運
営
に
つ
と
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
市
の
財
政
力
指
数
・
公

債
費
負
担
比
率
・
自
主
財
源
比
率
を
は
じ
め
と
す

る
財
政
状
況
を
示
す
各
種
指
数
は
、
全
国
の
類
似

都
市
と
比
較
す
る
と
相
対
的
に
上
位
に
あ
り
、
健

全
性
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
本
市
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
形
成
と
各
拠
点
の
充
実
」
、
「
総
合
的
な

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
、
「
都
市
力
・
財

政
力
の
向
上
」
、
「
市
民
の
健
康
」
、
「
地
域
経
済

の
活
性
化
」
な
ど
の
施
策
・
事
業
に
今
後
も
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、
平
成
27
年
度
の
予

算
化
要
望
に
あ
た
り
、
一
昨
年
の
「
活
力
あ
る
社

会
づ
く
り
」
、
昨
年
の
「
地
方
を
元
気
に
」
か
ら
、

本
年
は
「
安
全
・
安
心
な
地
方
の
元
気
を
実
感
す

る
た
め
に
」
を
最
大
の
テ
ー
マ
と
し
、
市
政
全
般

に
係
る
９
つ
の
最
重
点
要
望
事
項
を
は
じ
め
、
分

野
別
重
点
要
望
事
項
な
ら
び
に
要
望
事
項
と
し
て

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
要
望
書
提
出
に
あ
た
り
、
市
長
か
ら
は
、
「
最

大
会
派
の
要
望
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
重
く
受
け
と

め
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
十
分
に
考
慮
さ
せ

て
い
た
だ
く
」
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
わ
が
会
派
の
要
望
が
最
大
限
盛
り
込
ま
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
市
当
局
に
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

★市政全般／最重点要望事項
◆人口減少・少子高齢社会対策と持続可能
なまちづくりの推進
◆北関東中核都市における取組の推進や、
地方中枢拠点都市圏構想を考慮した周辺
都市との連携強化
◆ネットワーク型コンパクトシティ形成に
向けた具体的な対策と支援
◆ＬＲＴを含めた公共交通網の整備充実と
利便性向上の推進
◆オリンピックや国際大会などへの誘致活
動や国・県との連携強化
◆新幹線（はやぶさ）の宇都宮駅停車と今
後の経済・観光などの交流拡大
◆知力・徳育・体力の向上と、バランスの
取れた人材育成教育
◆ゲリラ豪雨等の雨水・水害対策や突風・
竜巻災害などの自然災害への対策
◆安全・安心な都市基盤整備と強靭化対策

⇒2面に続く



★市民の安全で健康な笑顔あふれる暮らしを支えるために
【重点要望事項】
◆医療介護総合推進法に則した医療・介護の充実、地域包括支援センターの機能強化
◆各種検診の受診率向上に向けた取組みの推進
◆危険ドラックの啓発と防止活動の強化
◆利用者の為になるような認定こども園の充実と推進
◆宮っ子ステーションの充実と保護者の負担軽減
【要望事項】
●地域防災計画の見直しと危機管理体制の充実
●地域の防犯体制の充実
防犯カメラの設置、特殊詐欺などの被害対策や事前の被害防止対策の推進
●高齢者の生きがいづくりやポイント制度の充実
●障がい者の社会的自立支援
●生活困窮者への支援
●健康づくりの推進
各地域拠点における健康教室や体力づくり事業の推進
●子ども医療費助成の拡充と国・県のペナルティの見直し要請

★市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために
【重点要望事項】
◆学力・体力の向上と教育の充実
◆ＩＣＴ教育の推進
◆プロスポーツチームの支援と地域との連携強化
◆健康づくりのための生涯スポーツの推進と効果的な機能の配置と環境整備の促進
【要望事項】
●小中一貫教育と地域学校園の充実
●伝統文化の伝承と保存・活用
●通学路の安全対策の充実と交通危険箇所の整備
●耐震化終了後の教育環境充実

★市民の快適な暮らしを支えるために
【重点要望事項】
◆ゲリラ豪雨や突風などの自然災害対策や急傾斜地の安全対策の強化
◆防災・減災対策や災害時の対応強化
◆住宅の耐震化推進
◆空き家の適正管理ならびに有効活用
【要望事項】
●都市緑化の推進
●もったいない運動の推進
●３Ｒの推進
●（仮称）第２エコパークの事業推進
●北清掃センター跡地におけるごみ処理施設の整備推進
●指定廃棄物の適正管理と早期解決に向けての国への要望
●上下水道整備の適宜更新および堅実かつ安定的な経営の強化

★市民の豊かな暮らしを支える活気と活力ある社会を築くため
に
【重点要望事項】
◆地域ブランドの推進と更なる観光交流の推進
餃子、ジャズ、カクテル、自転車など地域ブランドの発信
大谷の観光や市内の文化財・史跡などの活用促進
◆農業王国うつのみやの推進
担い手の確保、地産地消、ブランド力の強化、６次産業化、農地の有効活用など
米価（2014年産概算金）の下落による今後の対策
◆地域農畜産物の支援
自然災害等での迅速かつ効果的な被害対応
◆地元企業や地域産業への支援と人材育成強化
【要望事項】
●企業誘致と雇用の促進
●有害鳥獣被害対策の拡充
●出荷制限にある農畜産物などの制限解除に向けた取り組みの推進
●今後の時代に見合った中央卸売市場のあり方の検討

★都市のさまざまな活動を支える都市基盤の機能と質を高めるため
に
【重点要望事項】
◆中心市街地の活性化と再開発事業の推進
◆市内の均衡ある発展が実現する為の施設整備、各拠点機能充実と定住化促進策の検討
◆東北縦貫道路の（仮称）大谷スマートＩＣの推進と宇都宮ＩＣ周辺の機能充実の促進
◆日光宇都宮道路の（仮称）石那田ＩＣの設置要望と周辺道路整備などの検討
◆道路及び河川等の維持管理業務委託（平常時・緊急時）の導入検討
◆経営基盤強化と地域経済寄与、市場単価に見合った公共積
算単価の設計と雇用安定のための入札制度の推進
【要望事項】
●ＪＲ宇都宮駅周辺の整備と再開発事業の推進
●ＪＲ岡本駅周辺の整備促進
●栃木国体に向けた総合スポーツゾーン周辺の道路整備計画などの検討
●北西部地区の活性化の推進
●公共交通網の整備と道路ネットワークの整備
●安全・安心な自転車道の整備

★持続的発展が可能な都市の都市基盤を確立するために
【重点要望事項】
◆自主防災組織の充実とそれぞれの地域に合った地域防災力の強化
◆地域が一体となった魅力あるまちづくりの推進
まちづくり組織の強化、有能な人材の発掘と育成・活用
【要望事項】
●公会計制度の円滑な導入

⇒1面から最重点要望から

　人口減少・少子高齢社会対策（子育て環境の充実、

高齢者の健康や生きがいづくりなど）に取組み、持

続可能なまちづくりを推進するための様々な施策を

確実に実施すること

　都市拠点や各地域拠点の充実など、ネットワーク型コン

パクトシティ形成に向けた具体的な対策と支援を行うこと

　ＬＲＴ、基幹バス、循環バス、地域内交通などの公共交

通網の整備拡充と公共交通の利便性を推進すること

　北関東中核市における取組の推進や、地方中枢拠点

都市圏構想を考慮した周辺都市との連携を図ること

　安全・安心な都市基盤整備（通学路や自転車・歩行者道）と

強靱化対策を図ること

　ゲリラ豪雨等の雨水・水害対策や突風・竜巻被

害など自然災害への防災と対策を講じること

　知力・徳育・体力の向上と、バランスの取れた

人材育成教育を図ること

　新幹線（はやぶさ）の宇都宮駅停車と今後の

経済・観光などの交流拡大を図ること

　オリンピックや国際大会などへの誘致活動や国・県との

連携を図ることで、海外選手の招聘を実現させること

施設の種類�管理型一般廃棄物最終処分場

埋め立てる物�家庭などから出たごみを焼却し

た後の焼却灰、陶磁器くずなど

の不燃残さ　など

面　　　　積�5.5へクタール以上

埋め立て容量�約29万立方メートル

埋め立て期間�15年間

第２エコパークの計画内容

　
現
在
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
「
エ
コ
パ
ー
ク
板
戸
」
が
、
当

初
計
画
ど
お
り
、
平
成
30
年
度
で

満
杯
に
な
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は

宇
都
宮
市
下
横
倉
町
地
内
に
「
（
仮

称
）
第
２
エ
コ
パ
ー
ク
」
の
整
備

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、
建

設
候
補
地
を
視
察
し
、
市
か
ら
整

備
内
容
や
環
境
保
全
対
策
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。



　
―
高
齢
者
等
地
域
活
動
支
援
ポ

イ
ン
ト
事
業
は
よ
り
多
く
の
高
齢

者
の
参
加
が
大
切
。
本
事
業
の
周

知
を
含
む
今
後
の
取
組
は
。

川
中
子
保
健
福
祉
部
長
　
よ
り
多

く
の
高
齢
者
に
参
加
い
た
だ
く
よ

う
、
高
齢
者
が
参
加
し
や
す
い
環

境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
―
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
溢
水
被

害
解
消
の
た
め
、
総
合
的
な
治
水

対
策
が
必
要
。
ま
た
、
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
箇
所
53
箇
所
に
対
す
る

対
策
は
。

佐
藤
市
長
　
調
整
池
や
公
共
施
設

等
を
活
用
し
た
貯
留
・
浸
透
施
設

の
設
置
等
を
検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
の

整
備
促
進
を
県
に
要
望
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
中
期
財
政
計
画
と
持
続
可
能

な
財
政
運
営

②
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
向

け
た
本
市
の
対
応

③
中
心
市
街
地
に
お
け
る
再
開

発
事
業
及
び
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画

④
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
伴
う

「
は
や
ぶ
さ
」
の
Ｊ
Ｒ
宇
都

宮
駅
停
車

◆
都
市
基
盤
の
機
能
と
質
を
高
め

る
施
策
に
つ
い
て

①
バ
ス
路
線
新
設
社
会
実
験

②
雀
宮
停
車
場
線
沿
線
に
お
け

る
景
観

◆
市
民
の
安
全
で
健
康
な
暮
ら
し

を
支
え
る
施
策
に
つ
い
て

・
危
険
ド
ラ
ッ
グ

◆
市
民
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え

る
施
策
に
つ
い
て

・
新
最
終
処
分
場
の
整
備

◆
市
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え

る
施
策
に
つ
い
て

・
国
の
農
業
委
員
会
改
革
へ
の

対
応

◆
子
ど
も
た
ち
の
教
育
と
豊
か
な

心
を
育
む
施
策
に
つ
い
て

・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
）
に
対
す
る

考
え
方

・
平
成
26
年
度
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
結
果

　
―
国
は
、
地
方
中
枢
拠
点
都
市

圏
構
想
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
、
本
市
は
ま
さ
に
中
心

都
市
と
な
り
、
近
隣
市
町
と
連
携

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

佐
藤
市
長
　
制
度
活
用
に
は
、
連

携
市
町
の
理
解
と
意
思
の
疎
通
が

必
要
不
可
欠
。
近
隣
の
鹿
沼
市
や

真
岡
市
・
上
三
川
町
な
ど
１
市
４

町
で
つ
く
る
「
県
央
都
市
圏
首
長

会
議
」
な
ど
で
、
連
携
を
図
っ
て

い
く
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　
―
公
共
施
設
の
統
合
や
複
合
化
・

公
有
地
の
有
効
活
用
な
ど
、
県
と

市
の
役
割
分
担
の
下
、
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

佐
藤
市
長
　
県
と
市
の
連
携
・
補

完
が
大
変
重
要
。
県
と
市
の
役
割

分
担
の
も
と
、
相
乗
効
果
の
発
揮

や
効
率
化
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

県
と
の
連
携
強
化
に
努
め
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
国
と
地
方
と
の
関
係

・
全
国
市
長
会
の
副
会
長
と
し

て
の
市
長
の
考
え
方

・
本
市
は
指
定
都
市
を
目
指
す
か

・
地
方
財
政
制
度
と
財
政
健
全
化

・
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

②
本
市
の
施
策
の
考
え
方

・
平
成
27
年
度
予
算
編
成
に
係

る
基
本
的
な
考
え
方

◆
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て

◆
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部

改
正
へ
の
対
応
に
つ
い
て

◆
こ
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

◆
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
教
育
委
員
会
制
度
改
革

・
歴
史
教
育

　市民の方から本紙をはじめとする当会の
活動等に関する数多くのご意見・ご要望等
が寄せられています。下記にその一部をご
紹介します。

・後期高齢者の医療費負担について去年は
１割負担であったが、今年は収入が10万
増えたので３割負担になってしまった。
病院へ行く機会が減ってしまうので、ど
うにかならないのでしょうか。75歳女性
⇒対応　保険年金課へ案内
・（1）ごみの回収には感謝しているのだが、
ごみ収集車の走る速度が速すぎるので
危険を感じる。
　（2）高齢になってきたため和式のトイレで
は使いづらくなってきた人たちが増え
たので○○公園のトイレを洋式トイレ
にして欲しい。70歳男性
⇒対応（1）ごみ減量課へ対策を依頼しま

した。
　　　（2）都市整備部へ検討を依頼しま

した。
・いつも「夢・うつのみや」を拝読してお
ります。Vol.23の表紙に被災地の写真が
ありますが、場所の記載がないので不明
です。場所もはっきり書いてあれば、こ
のような時には通行を避けられたり、普
段から身の回りの対策ができると思います。
⇒対応　ご指摘ありがとうございます。
今後気を付けて編集してまいりま
す。今後ともよろしくお願いいた
します。

　今後とも、多くのご意見・ご要望をお寄
せください。

　第３回の今回は日本の最新の状況を取り

上げてみます。

　明治28年に路面電車が京都で初めて登場

し、昭和７年に65都市で82事業者が営業し

たのをピークに、戦後の混乱期、そして昭

和40年代の急速なモータリゼーションの進

展、バスや地下鉄への転換に伴って、路面

電車の廃止が続き、現在では17都市20事業

者が営業しているのみとなっています。

　そして、平成18年に、日本初の本格的な

ＬＲＴが富山市で導入され、その効果が認

められ、各都市で検討が進められるように

なりました。富山市では、ＬＲＴによる交

通面の効果だけでなく、沿線のまちづくり

事業も一体で行われ、再開発事業や一般住

宅建設、高齢者向け住宅の誘導も図られた

ほか、運河と古い街並みの保存、整備もな

され、さらに、高齢者の外出機会をつくる

などの効果も得られ、地元のビジネスにも

よい影響をもたらしたとされています。

　現在各都市が、持続性のある都市政策を

実現していくために様々な取組を行ってい

ますが、「交通環境負荷の軽減」「交通転

換による交通円滑化」「移動のバリアフリ

ー化」「公共交通ネットワークの充実」「魅

力ある都市と地域の再生」という５つの効

果が見込まれるＬＲＴは、たいへん魅力が

あり、多くの都市がその実現の可能性を模

索しています。

　国では、「都市・地域総合交通戦略」「地

域公共交通の活性化及び再生に関する法律」

「社会資本整備総合交付金」などにより、

補助制度や支援施策を拡充するなど、積極

的な導入促進を図っており、補助制度につ

いては１／３から5.5／10までの国費率を

設定しています。

　このような中、神戸市が取り組みを始め

た旨の報道があったばかりですが、全国的

には富山市の成功を受けて、札幌市、盛岡

市、新潟市、福井市、静岡市、浜松市、岡

山市、松山市、鹿児島市といった各市がＬ

ＲＴ整備を検討しているほか、横浜市や名

古屋市、大阪府、那覇市など、地下鉄やモ

ノレールのある都市までもＬＲＴ整備を検

討しています。検討自治体は、毎年のよう

に増えております。ＬＲＴの事業効果に魅

力を感じ、その実現の可能性を探っている

ものと思われます。

　本市は、人口規模でいえば1,741市区町

村のうち、多い方から33番目（Ｈ22国勢調

査）であり、財政力指数は、42ある中核市

の中で上から４番目（Ｈ24年度決算）に良

い都市であります。様々な条件などから、

本市がＬＲＴの実現に最も近い位置にいる

のは間違いないと思われます。

　次回は、今年度の事業取組の成果などに

ついて、最新情報をお知らせしたいと思い

ます。

富山市内を走るLRT



　　　　　　　　　　（◎は委員長）

●決算審査特別委員会
平成25年度一般会計、特別会計14の決算に関する事項を審査

◎小林紀夫　　金子和義　　篠　光男

●企業会計決算審査特別委員会
平成25年度企業会計決算に関する事項を審査

　熊本和夫　　鎌倉三郎

　宇都宮市議会は８月29日から９月30日までの33日間の会期で
平成26年第５回定例会を開き、平成26年度一般会計補正予算案
など市執行部提出の議案38件を原案通り可決しました。
●宇都宮市教育委員会委員の任命について
●宇都宮市公平委員会委員の選任について
●宇都宮市固定資産評価審査委員会委員の選任について
●平成26年度宇都宮市一般会計補正予算（第３号）
●平成26年度宇都宮市介護保険特別会計補正予算（第１号）
●平成26年度宇都宮市母子寡婦福祉資金貸付事業特別会計補正予算（第１号） 
●薬事法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定

●宇都宮市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備
及び運営に関する基準を定める条例の制定 

●宇都宮市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正 

●母子及び寡婦福祉法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定 
●宇都宮市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の制定 

●宇都宮市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の制定 

●宇都宮市子ども・子育て支援法施行条例の制定
●子ども・子育て支援法等の施行に伴う関係条例の整備に関す
る条例の制定 

●宇都宮市起業家支援施設条例の制定
●宇都宮市市営住宅条例の一部改正
●宇都宮市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定 

●宇都宮市体育施設条例の一部改正
●工事請負契約の締結について（市庁舎エレベーター改修工事、
河内地域自治センター改築工事、クリーンパーク茂原ごみ焼
却施設中央監視制御装置整備工事、東小学校屋内運動場改築
工事、西小学校屋内運動場改築工事、姿川第一小学校屋内運
動場改築工事、緑が丘小学校屋内運動場改築工事、陽西中学
校屋内運動場改築工事、文化会館調光・音響設備更新工事）

●議決議案の変更について（宇都宮市体育館耐震補強及び大規模改
修工事、宇都宮市体育館耐震補強及び大規模改修機械設備工事）

●和解について
●財産の取得について
●市道路線の認定及び廃止について
●工事委託契約の締結について
●財産の取得について
●決算の認定について
●剰余金の処分及び決算の認定について（水道事業会計、下水
道事業会計、中央卸売市場事業会計）

＝以上原案通り可決

●「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書に関する陳情
� →採　択
●集団的自衛権の行使を容認する閣議決定の撤回に関する陳情
� →不採択
●集団的自衛権の行使等を容認した閣議決定の撤回の意見書提
出を求める陳情� →不採択

●平成26年度ＬＲＴ整備関連費のうち未執行予算の削減について
� →不採択

●危険ドラッグの根絶に向けた総合的な対策の強化を求める意
見書� →可　決
●「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書� →可　決
●北海道新幹線及び東北新幹線「はやぶさ」のＪＲ宇都宮駅停
車実現に関する決議� →可　決


